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図 1‥(a)n0-1.0[M]での相図｡(b)n0-0.1[M]での相図｡
図2(a)は過剰水と共存するL｡相の膜厚､膜問距離､遮蔽長の電解質濃度依存性を表している.膜
間距離が遮蔽長より長いという仮定が満たされていることが確かめられる｡図2(b)は､n0-0.1[M]
でのくり返し距離の濃度依存性である｡これらの結果は､実験結果と定性的に合うものとなった｡
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図2‥(a)膜厚(6)､膜間距離(d)､遮蔽長(AD)の電解質濃度依存性O(b)n0-0･1[M]でのくり返
し距離の濃度依存性｡
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